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＜目的＞

瀬戸内海東部海域において，各機関が連携して広範な調査を実施し，有害赤潮プランク

トンの発生状況および海洋環境を監視し，既存データも含めたデータ解析によって当該海

域における有害赤潮の発生シナリオを検証し，赤潮発生予察技術の精度向上を図る。なお，

詳細については『令和3年度漁場環境改善推進事業「赤潮被害防止対策技術の開発」報告

書』を参照されたい。

＜方法＞

前述の報告書を参照されたい。

＜結果＞

調査結果を，図1～4に示した。

図１ C. antiqua 及び C. marina 細胞密度の推移

図2．K. mikimotoi 細胞密度の推移
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図3．C. wailesii 細胞密度の推移

図4．E. zodiacus 細胞密度の推移

＜今後の課題＞

特になし。

＜次年度の計画＞

継続する。

＜結果の発表・活用状況等＞

特になし。
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